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解、アイデア発見を支援するシステムを提案している。 
 提案システムにおいて、情報を獲得するためには何らかの手がかりが必要と考え、手がかりの一つとして人間関係
を示すモジュールを作成している。モジュールでは人間の会話から発話の意図を同定し、同定した意図を用いて人間
関係を推定している。また、アイデアを発見するために獲得した情報はユーザにとってなじみのないことが多く、情
報の理解が進まない恐れがある。そこで、獲得した情報を話の流れと情報の難易度から構造化し提示するモジュール
を提案している。このモジュールによって、なじみのない情報であっても、確実に理解を進めることが可能になった。
そしてアイデアの発見を支援するためには、獲得したアイデアの素となる情報を吟味するための順序づけが必要と考
え、２種類のモジュールを提案している。１つはユーザの好みに基づき、多くのアイデアを出すための順序をつける
モジュールであり、ユーザが集めたキーワードとキーワードに対する複数の指標から、ユーザの好みを表した統一指
標を作成し、キーワードを順序づけることができる。このモジュールを用いることで、ユーザは積極的にアイデアを
考えるようになり、既存の手法よりも多くのアイデアを獲得できるようになった。もう一つのモジュールでは世の中
に広まる可能性が高いアイデアの素の中から、さらに注目する人が少ない斬新なアイデアの素を絞り込むことで、ア
イデアの素を順序付けしている。このモジュールによって、既存手法よりも高い精度でアイデアの素を絞り込むこと
が可能になった。 
 以上の研究成果は、創造活動における問題点を解消し、人間の価値観の個人差を考慮したアイデア創発を実現して
おり、高く評価される。よって本論文は博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
